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同志社フェアin松本
リアル開催第２弾！

文化講演会　奥野史子さん（右）と中村百花さん

植木学長による大学紹介

　

当
日
、
松
本
駅
の
大
階
段
に
は
、

大
き
な
「
歓
迎
！ 

同
志
社
フ
ェ
ア

in
松
本
」
の
看
板
が
出
て
い
る
の
を

目
に
し
、
こ
の
間
、
地
元
の
関
係
者

の
皆
様
が
並
々
な
ら
ぬ
思
い
入
れ
を

も
っ
て
開
催
の
準
備
に
あ
た
ら
れ
た

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
14
時
15
分
か
ら
の
開
会
式

で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
植
木
学

長
よ
り
の
挨
拶
と
開
会
宣
言
。

　

続
い
て
、
臥が
う
ん雲
義
尚
松
本
市
長
か

ら
は
、「
同
志
社
フ
ェ
ア
in
松
本
」

が
３
が
く
（
岳
・
楽
・
学
）
都
を
標

榜
す
る
松
本
市
に
ふ
さ
わ
し
い
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
と
の
お
話
が
あ
り
、
さ

ら
に
、
共
催
の
同
志
社
校
友
会
松
岡

会
長
の
御
礼
の
挨
拶
と
、
１
８
８
５

年
創
立
、
36
万
人
の
校
友
、
国
内
48

支
部
、
海
外
36
支
部
を
抱
え
る
同
志

社
校
友
会
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
一
部
「
地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
」

で
は
、
植
木
学
長
に
よ
る
同
志
社
大

学
の
現
状
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。
特
に
、
全
国
各
地
か
ら
幅

広
く
学
生
を
受
け
入
れ
た
い
と
考
え

て
い
る
中
、
全
学
２
万
６
千
人
程
度

の
学
生
の
内
、
長
野
県
出
身
者
は

０
・
６
％
、
長
野
を
含
む
北
陸
甲
信

越
地
区
出
身
者
で
も
３
・
３
％
と
少

な
い
の
で
、
２
０
１
５
年
に
は
長
野

県
と
就
職
支
援
に
関
す
る
協
定
を
締

結
し
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

７月に入りコロナ感染者が急増。第７波の入り口ではとの懸念が広がる中、何とか４月の香川に続いて
開催に漕ぎ着けた「同志社フェアin松本」。今思えば、奇跡的な日程設定でした。

の
教
育
の
完
成
ま
で
２
０
０
年
必
要

と
述
べ
て
い
ま
す
が
、
次
の
50
年
に

向
け
た
教
育
改
革
の
挑
戦
を
続
け
て

い
く
と
い
う
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ

る
講
演
で
し
た
。

　

続
い
て
、
同
志
社
大
学
Ｏ
Ｇ
で
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
（
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ

ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ
）
銅
メ
ダ
リ
ス
ト

　

ま
た
、
２
０
２
５
年
の
創
立

１
５
０
周
年
に
向
け
て
「
Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ

ｏ
ｎ
２
０
２
５
」
を
制
定
、
世
界
と

の
つ
な
が
り
の
強
化
や
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
の
推
進
な
ど
同
志
社
大
学
と
し

て
あ
る
べ
き
姿
を
追
求
し
て
い
く
と

の
決
意
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

創
立
者
新
島
襄
は
、
自
身
の
理
想

ＪＲ松本駅では大きな看板がお出迎え

松
本
駅
に「
同
志
社
フ
ェ
ア
」の
大
看
板

　

日
本
ア
ル
プ
ス
の
山
並
み
に
囲
ま

れ
、
世
界
的
な
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
メ
ッ
カ
と
し
て
も
知
ら
れ
る
松

本
市
は
、
夏
で
も
過
ご
し
や
す
い
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
の
で
す
が
、今
日
は
、

真
夏
の
太
陽
が
じ
り
じ
り
と
照
り
付

け
る
酷
暑
と
フ
ェ
ア
終
了
後
の
突
然

の
夕
立
で
、
コ
ロ
ナ
の
第
７
波
突
入

と
い
っ
た
陰
鬱
な
気
分
を
吹
き
飛
ば

し
て
く
れ
る
よ
う
な
夏
ら
し
い
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

　
「
同
志
社
フ
ェ
ア
in
松
本
」
は
、

当
初
、
昨
年
４
月
29
日
に
開
催
さ
れ

る
予
定
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中

止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
よ
う
や
く
本

年
７
月
９
日
、「
ま
つ
も
と
市
民
芸

術
館
」
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
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茶話会形式で行われた交流レセプション

同志社グリークラブと波田少年少女合唱団のジョイントステージ

　

中
で
は
、
熊
本
県
支
部
か
ら
、
平

成
28
年
の
熊
本
地
震
で
全
壊
し
た

「
熊
本
洋
学
校
教
師
ジ
ェ
ー
ン
ズ
邸
」

の
修
理
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

の
報
告
と
、
愛
知
県
支
部
か
ら
の
支

部
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
次
回
フ
ェ
ア
開
催
予
定

地
の
福
岡
の
敷
田
支
部
長
か
ら
挨
拶

が
あ
り
、
再
会
を
約
し
て
散
会
と
な

り
ま
し
た
。

文
責
／
青
木
重
之
（
78
年
・
経
）

写
真
／
新
田
博
伸
（
77
年
・
法
）

業
、
現
在
Ａ
Ｎ
Ａ
全
日
空
に
勤
務
さ

れ
て
い
る
中
村
百
花
さ
ん
。

　

何
と
、
当
日
司
会
を
務
め
る
中
村

美
由
紀
さ
ん
の
お
嬢
さ
ん
と
聞
い
て

ビ
ッ
ク
リ
。

　

対
談
で
は
、
奥
野
さ
ん
の
キ
ャ
リ

ア
を
形
作
っ
て
き
た
経
験
や
考
え
方

な
ど
が
分
か
り
や
す
く
語
ら
れ
ま
し

た
。
当
日
参
加
さ
れ
た
高
校
生
の
皆

さ
ん
に
も
大
変
参
考
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

感
動
的
な
演
奏
会

　

第
二
部
は
、「
同
志
社
グ
リ
ー
ク

ラ
ブ
」
と
地
元
松
本
の
「
波
田
少
年

少
女
合
唱
団
」
の
演
奏
会
。

　

波
田
少
年
少
女
合
唱
団
は
、
旧
波

田
町
（
現
松
本
市
）
で
結
成
さ
れ
、

16
年
目
を
迎
え
る
伝
統
あ
る
合
唱
団

で
、
団
員
は
小
学
生
か
ら
大
学
生
ま

で
約
50
名
、
海
外
の
コ
ン
ク
ー
ル
に

も
参
加
す
る
な
ど
、
精
力
的
に
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
１
で
は
、
同
志
社
グ

リ
ー
ク
ラ
ブ
の
単
独
ス
テ
ー
ジ
で
、

恒
例
の
カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
や
「
若
草

萌
え
て
」、
さ
ら
に
重
量
感
の
あ
る

「
最
上
川
舟
歌
」
な
ど
８
曲
。

　

ス
テ
ー
ジ
２
は
、
波
田
少
年
少
女

合
唱
団
の
単
独
ス
テ
ー
ジ
。

　

テ
ー
マ
は
、
同
志
社
に
向
け
た

「
１
５
０
年
の
歴
史
～
新
た
な
出
発

相
手
は
や
は
り
卒
業
生
で
、
地
元
松

本
県あ
が
た

ヶ
丘
高
校
か
ら
同
志
社
大
学

文
化
情
報
学
部
を
２
０
１
９
年
に
卒

の
奥
野
史
子
さ
ん
に
よ
る
文
化
講
演

会
が
対
談
形
式
で
開
催
さ
れ
、
テ
ー

マ
は
「
夢
を
追
い
か
け
て
」、
対
談

と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
当
初
、
近
く
の
ホ
テ
ル
に

場
所
を
移
し
て
開
催
さ
れ
る
予
定
の

第
２
部
卒
業
生
交
流
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

は
、
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
考
慮
し
、「
ま

つ
も
と
市
民
芸
術
館
」
２
階
の
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
、
４
月
の
香
川
と

同
様
に
「
茶
話
会
」
形
式
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
い
た
校

友
の
皆
様
は
、
大
半
が
出
席
さ
れ
、

盛
況
の
内
に
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

に
エ
ー
ル
」
で
、「
星
影
の

エ
ー
ル
」
や
「
出
発
」
な
ど

５
曲
。

　

ス
テ
ー
ジ
３
は
、
ジ
ョ
イ

ン
ト
ス
テ
ー
ジ
で
、
夏
の
甲

子
園
の
大
会
歌
「
栄
冠
は
君

に
輝
く
」
な
ど
３
曲
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　

波
田
少
年
少
女
合
唱
団
の

幅
広
い
年
齢
構
成
と
地
域
に

根
差
し
た
活
発
な
活
動
は
、

地
域
活
動
の
一
つ
の
見
本
と

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

第
一
部
地
域
交
流
イ
ベ
ン

ト
は
、
こ
れ
で
終
了
と
な
り

ま
し
た
が
、
４
０
０
名
弱
の

参
加
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
の
感

染
拡
大
が
始
ま
っ
た
状
況
下

で
は
、
盛
況
と
言
え
る
結
果
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同
志
社
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
向
上
さ

せ
た
い
と
い
う
話
が
、
校
友
間
で
よ

く
聞
か
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
で
現
役
学

生
や
受
験
生
に
と
っ
て
関
心
が
高
い

の
は
、「
就
職
」
に
関
す
る
情
報
か

と
思
わ
れ
ま
す
。
経
済
誌
の
調
べ
に

よ
れ
ば
、
同
志
社
は
か
な
り
上
位
に

ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
こ
れ
は
過
去
の
同
志
社
出
身

者
の
企
業
社
会
で
の
「
実
績
」、
仕

事
に
対
す
る
「
姿
勢
」
な
ど
が
評
価

さ
れ
、
そ
の
積
み
重
ね
が
学
生
の
就

活
に
も
好
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
と
り
わ
け
後
者
の
姿

勢
に
つ
い
て
は
、「
良
心
を
手
腕
に
」神内一憲副会長

高塚輝三副会長

港　章　副会長

と
い
う
新
島
精
神
が
、
オ
ー
ル
同
志

社
人
ベ
ー
ス
で
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う

ち
に
身
に
つ
い
て
き
た
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
財
産
で
あ
り

ブ
ラ
ン
ド
を
、
こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
継

承
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
首
都
圏
に
就
職
す
る
卒
業

生
は
多
い
も
の
の
、
首
都
圏
は
関
西

圏
に
比
べ
「
地
縁
・
血
縁
」
関
係
は

薄
く
、
校
友
同
士
の
交
流
は
手
探
り

に
な
り
ま
す
。
そ
の
際
、
校
友
間
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
れ
ば
そ
れ
に
越

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

ネ
ッ
ト
作
り
の
軸
と
し
て
東
京
校
友

会
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

東
京
校
友
会
は
、
様
々
な
企
画
を
準

備
し
て
い
ま
す
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

72
年
商
学
部
卒
、
大
和
証
券
入
社
。

以
後
大
和
証
券
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
、
大
和
証
券

投
資
信
託
委
託
。
通
算
40
年
間
勤
務

を
機
に
63
歳
で
退
職
。
07
年
に
同
志

社
東
京
47
会
を
設
立
、
こ
の
後
千
葉

県
支
部
長
（
現
在
顧
問
）、
東
京
校
友

会
副
会
長
、
同
志
社
校
友
会
理
事
ま

東
京
校
友
会
の
今
日
と
明
日

 

六
人
の
副
会
長
か
ら
首
都
圏
校
友
の
皆
さ
ん
へ

 
ホ
ッ
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ

５
月
26
日
の
「
総
会
・
評
議
員
会
」
に
お
い
て
新
た
に
３
名
の
副
会

長
が
選
任
さ
れ
、
副
会
長
が
６
名
体
制
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
皆
さ

ま
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
志
社
ブ
ラ
ン
ド
考神内

一
憲

校
友
会
の
魅
力
と
は

高
塚
輝
三（
新
任
）

　

   

Ｏ
ｎ
ｅ  

Ｐ
ｕ
ｒ
ｐ
ｏ
ｓ
ｅ

港
　
章

た
16
年
に
は
春
の
集
い
実
行
委
員
長
。

　

東
京
校
友
会
は
会
員
増
強
を
目
指

し
て
い
る
が
、
若
い
人
達
の
加
入
が

極
め
て
少
な
い
状
況
に
あ
り
、
そ
の

対
策
に
苦
慮
し
て
い
る
。
現
執
行
部

の
70
歳
定
年
制
な
ど
東
京
校
友
会
そ

の
も
の
の
若
返
り
策
を
講
じ
な
い
限

り
増
員
は
実
現
出
来
な
い
と
考
え

る
。
例
え
ば
、
各
イ
ベ
ン
ト
を
若
者

目
線
で
企
画
す
る
。

　

年
々
首
都
圏
に
勤
務
す
る
卒
業
生

が
増
え
て
い
て
、
新
島
精
神
を
携
え

た
校
友
と
交
流
で
き
る
こ
と
は
大
き

な
喜
び
で
す
。
し
か
し
、
近
年
若
い

卒
業
生
の
新
規
加
入
が
低
迷
し
て
お

り
、
会
員
増
強
策
が
喫
緊
の
課
題
で

す
。
若
い
世
代
に
と
っ
て
魅
力
あ
る

運
営
を
い
か
に
し
て
い
く
か
を
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

会
員
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
で
す
か
？

と
聞
か
れ
た
ら
即
答
で
き
る
の
は

『
校
友
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
で
す
。

　

現
在
、
商
学
部
樹
徳
会
に
所
属
し

て
お
り
、
東
京
支
部
総
会
時
に
は
先

生
方
や
先
輩
・
ゼ
ミ
仲
間
と
歓
談
し

学
生
時
代
に
戻
っ
た
感
覚
に
な
り
心

が
和
ら
ぎ
ま
す
。
銀
行
在
職
時
に
樹

徳
会
に
参
画
し
て
お
れ
ば
ビ
ジ
ネ
ス

展
開
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
せ
た

と
想
定
で
き
、
銀
行
の
後
輩
な
ど
に

語
り
部
の
ご
と
く
伝
え
て
い
ま
す
。

　

校
友
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
最
大
限
に

活
用
で
き
た
の
は
50
年
会
が
実
行
委

員
を
務
め
た
『
２
０
１
９
初
夏
の
集

い
』
で
す
。
広
告
担
当
と
し
て
チ
ー

ム
力
で
先
輩
や
後
輩
に
企
業
広
告
や

名
刺
広
告
の
お
願
い
を
し
て
過
去
最

高
額
の
５
３
６
万
円
を
集
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。感
謝
・
感
謝
で
す
。

　

現
在
、
東
京
校
友
会
の
改
革
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
最
大
限
に
活
用
し
た

新
し
い
運
営
策
に
期
待
し
て
い
ま

す
。
協
力
は
惜
し
み
ま
せ
ん
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

75
年
商
学
部
卒
、
富
士
銀
行
入
行
。

み
ず
ほ
銀
行
、
上
場
企
業
役
員
を
経

て
10
年
よ
り
現
在
の
会
社
に
勤
務
。

樹
徳
会
東
京
支
部
副
支
部
長
、
東
京

校
友
会
常
任
幹
事
を
経
て
今
春
よ
り

副
会
長
。

１
、
若
者
が
参
加
し
や
す
い
時
間
帯

で
の
企
画

２
、
最
近
の
ト
レ
ン
ド
に
合
っ
た
イ

ベ
ン
ト
企
画

３
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
駆
使
で
き
る
人
材
と

発
掘

４
、
家
族
が
楽
し
み
と
し
て
参
加
出

来
る
イ
ベ
ン
ト
企
画

　

こ
の
よ
う
な
企
画
を
実
現
す
る
こ

と
が
急
務
！！

【
大
学
側
へ
】
人
が
集
ま
る
場
を
創

設
す
る
た
め
に
、
同
志
社
大
学
の
ブ

ラ
ン
ド
意
識
を
高
め
る
た
め
に

〝
同
志
社
ス
ポ
ー
ツ
の
強
化
〟

　

同
志
社
の
花
形
ス
ポ
ー
ツ
、
ラ
グ

ビ
ー
部
の
復
活
！！　

硬
式
野
球
部
も

同
じ
、
さ
ら
に
体
育
会
各
部
の
常
時

全
国
レ
ベ
ル
へ
の
出
場
。
有
能
な
選

手
の
獲
得
、
高
校
生
の
代
表
選
手
が

入
り
や
す
い
制
度
づ
く
り
。
こ
れ
を

実
現
し
な
い
限
り
、
強
い
同
志
社
ス

ポ
ー
ツ
は
あ
り
得
な
い
。

　

オ
ー
ル
同
志
社
万
歳
！！

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

75
年
工
学
部
・
機
械
工
学
科
卒
。
三
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河本宏子副会長

瀬尾傑副会長

藤井英哉副会長

東
京
メ
デ
ィ
ア
ク
ロ
ー
バ
ー
会
代
表 

瀬
尾
　
傑（
新
任
）

「
群
れ
る
機
会
」を
提
供
し
た
い

藤
井
英
哉（
新
任
）

こ
れ
か
ら
も
同
志
社
と
共
に

河
本
宏
子

　

京
都
に
生
ま
れ
育
ち
、
中
学
か
ら

10
年
間
、
同
志
社
で
学
び
ま
し
た
。

今
で
も
、
女
子
中
学
高
校
時
代
の
友

達
や
大
学
の
同
窓
生
と
も
交
流
し
な

が
ら
同
志
社
で
学
ん
だ
こ
と
を
懐
か

し
く
思
い
出
し
て
お
り
ま
す
。

　

大
学
で
は
体
育
会
や
サ
ー
ク
ル
に

所
属
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
残
念
な
が
ら
特
定
の
活
動
に
は

参
加
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
で
も
ス

ポ
ー
ツ
観
戦
は
大
好
き
で
す
の
で
、

現
役
選
手
の
活
躍
に
は
目
が
離
せ
ず

い
つ
も
応
援
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
長
く
勤
め
た
企
業
で
は
役

員
を
拝
命
し
、
女
性
活
躍
推
進
や
Ｄ

＆
Ｉ
推
進
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
母
校
や
校
友
会
で
の
会
合
で

お
話
を
す
る
機
会
も
い
た
だ
い
た
り

し
て
お
り
ま
す
。

　

自
身
の
キ
ャ
リ
ア
や
経
験
を
、
後

輩
や
お
仲
間
の
方
々
の
前
で
お
話
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
も
貴
重
な
場
と

受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

「
同
志
社
で
学
ん
だ
仲
間
が
東
京
に

て
あ
ら
た
な
繋
が
り
を
育
む
」、
東

京
校
友
会
が
そ
ん
な
場
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、

多
様
な
メ
ン
バ
ー
の
参
画
が
増
え
れ

ば
と
、
楽
し
み
に
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

79
年
文
学
部
文
化
学
科
心
理
学
専
攻

卒
業
。
同
年
、
全
日
本
空
輸
株
式
会

社
に
客
室
乗
務
員
と
し
て
入
社
し
、

国
内
線
・
国
際
線
の
乗
務
を
経
て
、

客
室
部
門
の
役
員
を
務
め
る
。

現
在
は
Ａ
Ｎ
Ａ
総
合
研
究
所
で
顧

問
。
東
京
校
友
会
で
は
、
15
年
よ
り

副
会
長
。

は
ず
で
す
。

　

そ
の
場
で
感
じ
た
感
想
、
そ
し
て

要
望
や
不
満
を
ど
う
ぞ
率
直
に
私
に

ぶ
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
お
会
い
で
き

る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

79
年
商
学
部
卒
。
照
明
メ
ー
カ
ー
で

主
に
官
公
庁
営
業
を
担
当
し
２
年
前

に
退
職
。

現
在
別
の
会
社
に
勤
務
、
ま
だ
ま
だ

バ
リ
バ
リ
の
現
役
で
す
。

今
春
、
東
京
校
友
会
副
会
長
に
任
じ

ら
れ
ま
し
た
。

　

私
が
、
代
表
を
つ
と
め
る
同
志
社

東
京
メ
デ
ィ
ア
ク
ロ
ー
バ
ー
会
は
、

東
京
で
働
く
メ
デ
ィ
ア
関
係
の
同
志

社
Ｏ
Ｂ
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
新

聞
、
テ
レ
ビ
、
出
版
社
、
広
告
代
理

店
な
ど
で
活
躍
す
る
メ
ン
バ
ー
は
言

う
に
及
ば
ず
、
初
代
会
長
で
現
在
副

都
知
事
を
つ
と
め
る
宮
坂
学
ヤ
フ
ー

元
会
長
を
は
じ
めN

ew
spicks

の

坂
本
大
典
さ
ん
、
メ
デ
ィ
ア
ジ
ー
ン

の
今
田
素
子
さ
ん
と
い
っ
た
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
メ
デ
ィ
ア
の
ト
ッ
プ
た
ち
が

参
加
し
て
い
る
の
が
、
特
徴
で
す
。

　

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
い
ま
は
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
だ
け
で
な
く
、
企
業
は
オ

ウ
ン
サ
イ
ト
、
個
人
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
自

由
に
発
信
で
き
る
時
代
で
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、「
デ
ジ
タ
ル
に
興
味
が
あ

る
」、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
使
い
方
を
知
り
た

い
」
と
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
企
業
以
外

の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
交
流
や
学
び
の
機
会
と
し

て
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
も
活
発
で
す
。

後
輩
た
ち
の
た
め
に
、
商
学
部
で
寄

附
講
座
と
し
て
「
メ
デ
ィ
ア
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
講
座
」を
開
催
し
て
お
り
、

今
年
で
３
年
目
と
な
り
ま
す
。

　

東
京
校
友
会
で
も
、
微
力
な
が
ら

貢
献
で
き
る
よ
う
に
つ
と
め
ま
す
。

ご
指
導
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

88
年
商
学
部
卒
。
日
経
マ
グ
ロ
ウ
ヒ

ル
社
（
現
・
日
経
Ｂ
Ｐ
社
）、
講
談

社
を
経
て
ス
マ
ー
ト
ニ
ュ
ー
ス
に
入

社
。
現
在
、
ス
ロ
ー
ニ
ュ
ー
ス
代
表

取
締
役
社
長
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
メ

デ
ィ
ア
協
会
代
表
理
事
。
２
０
１
８

年
よ
り
同
志
社
東
京
メ
デ
ィ
ア
ク

ロ
ー
バ
ー
会
代
表
。
２
０
２
２
年
６

月
よ
り
同
志
社
東
京
校
友
会
副
会
長
。

　

京
都
の
地
で
青
春
時
代
を
過
ご
し

た
同
志
社
卒
業
生
が
政
治
経
済
の
中

心
で
あ
る
首
都
圏
に
お
い
て
奮
闘
努

力
活
躍
し
、
ほ
っ
と
一
息
つ
き
た
い

と
き
に
参
加
で
き
る
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
、
初
め
て
参
加
し
て
も
周
り

に
知
っ
た
人
が
い
な
く
て
も
す
ぐ
に

馴
染
め
て
そ
こ
で
の
新
た
な
出
会
い

が
人
生
に
幅
と
潤
い
を
与
え
て
く
れ

る
、
そ
ん
な
場
所
を
提
供
す
る
こ
と
、

そ
れ
こ
そ
が
東
京
校
友
会
の
目
指
す

姿
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
三
年
間
ほ
ど
「
群
れ

る
機
会
」
を
設
け
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
再
び
そ

ん
な
東
京
校
友
会
の
集
い
の
実
現
に

微
力
な
が
ら
力
を
尽
く
す
所
存
で

す
。「
東
京
校
友
会
っ
て
ど
ん
な
ん

や
ろ
か
？
」
と
思
っ
て
い
る
貴
方
、

と
に
か
く
一
度
校
友
会
の
イ
ベ
ン
ト

に
顔
を
出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

卒
業
し
た
て
の
二
十
代
か
ら
上
は

八
十
代
の
大
先
輩
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ

に
歩
ん
で
き
た
人
生
の
長
さ
や
内
容

は
違
っ
て
も
、
緑
豊
か
な
赤
レ
ン
ガ

の
美
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ん
だ

「
良
心
教
育
」
が
ベ
ー
ス
に
あ
る
校

友
同
士
、
必
ず
通
じ
る
も
の
が
あ
る

菱
樹
脂
・
現
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
グ
ル
ー

プ
に
11
年
勤
務
。
そ
の
後
義
父
の
会

社
を
引
継
ぎ
現
在
に
至
る
。

東
京
校
友
会
常
任
幹
事
を
経
て
21
年

よ
り
副
会
長
。
学
生
時
代
は
体
育
会

テ
ニ
ス
部
に
所
属
、
現
在
は
テ
ニ
ス

部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
会
長
。
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連  載   ⑭

は
夜
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

は
昼
の
開
催
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

会
員
宛
の
連
絡
は
主
と
し
て
メ
ー

ル
で
行
い
、
年
会
費
は
徴
収
し
て
い

ま
せ
ん
。
行
事
ご
と
の
会
費
余
剰
金

と
寄
付
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

◯
文
化
・
芸
術
活
動

　

会
員
の
中
野
滋
氏
が
出
演
し
て
い

る
同
志
社
混
声
合
唱
団
東
京
コ
ン
サ

ー
ト
に
は
多
く
の
フ
ァ
ン
が
い
て
、

毎
年
鑑
賞
し
て
い
ま
す
。

　

日
展
会
友
の
平
岡
燁
さ
ん
が
毎
年

出
展
し
て
い
る
日
本
の
海
洋
画
展
鑑

賞
と
、
そ
の
後
に
開
く
暑
気
払
い
は

夏
の
定
例
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

山
岳
写
真
家
の
中
川
淳
氏
が
出
展

し
て
い
る
日
本
山
岳
写
真
同
人
四
季

展
も
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
中
で
太
宰
治
賞
作
家
の
福

本
武
久
氏
は
貴
重
な
存
在
で
す
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
が
放
送
さ
れ
る
30

年
以
上
も
前
に
新
島
八
重
を
発
掘
、

「
会
津
女
戦
記
」「
新
島
襄
と
そ
の
妻
」

を
出
版
し
、
１
９
８
５
年
、
朝
日
放

た
。
そ
の
後
、
同
年
10
月
29
日
開
催

の
第
１
回
総
会
で
21
名
出
席
の
下
、

設
立
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
主
な
活
動
内
容

　

定
例
行
事
、
文
化
芸
術
・
サ
ー
ク

ル
活
動
に
お
い
て
は
、
年
次
会
の
中

で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
言
わ
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
は
コ
ロ

ナ
禍
と
会
員
の
高
齢
化
で
活
動
が
休

眠
状
態
で
す
。

◯
定
例
行
事

　

総
会
・
懇
親
会
、
新
年
会
は
当
初

　
同
志
社
東
京
40
会
は
関
東
地

方
在
住
で
同
志
社
大
学
を
昭
和

40
年(

１
９
６
５
年)

に
卒
業
し

た
者
が
、
会
員
相
互
の
親
睦
を

図
り
、
母
校
の
発
展
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
２
０
０
４

年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

送
創
立
35
周
年
記
念
番
組
と
し
て
栗

原
小
巻
主
演
で
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
さ

れ
ま
し
た
。
40
会
で
は
２
０
１
３
年

４
月
に
１
泊
２
日
で
会
津
へ
バ
ス
旅

行
を
し
ま
し
た
。
現
地
で
福
本
氏
が

合
流
し
、
八
重
の
発
掘
者
自
ら
解
説

し
て
も
ら
え
る
贅
沢
な
旅
行
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
１
６
年
４
月

に
は
太
宰
治
ゆ
か
り
の
三
鷹
市
内
を

散
策
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
日
は
福

本
氏
も
参
加
し
て
い
て
、
ガ
イ
ド
さ

ん
は
恐
縮
し
て
い
ま
し
た
。

◯
サ
ー
ク
ル
活
動

　

ゴ
ル
フ
は
設
立
当
初
か
ら
盛
ん

で
、
コ
ン
ペ
は
年
二
回
開
催
し
て
い

ま
す
。
先
月
開
催
の
校
友
会
第
７
回

親
睦
コ
ン
ペ
で
は
団
体
優
勝
、
個
人

で
も
優
勝
・
３
位
入
賞
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

　
ハ
イ
キ
ン
グ
は
、
秩
父
札
所
め
ぐ
り

団体概要
【団体名】
同志社東京40会

【設立年月日】
2004年5月22日

【代表者】
会長　鈴木良之
（1965年・経）

【会員数】
92名

【連絡先】
yoshi_106@nifty.com
鈴木良之

設
立
の
経
緯

　

東
京
校
友
会
か
ら
年
次
会
結
成
の

要
請
が
あ
り
、
２
０
０
４
年
５
月
22

日
に
東
京
會
舘
で
開
か
れ
た
春
の
集

い
の
前
に
出
席
予
定
者
15
名
が
集
ま

り
年
次
会
結
成
が
決
定
さ
れ
ま
し

に
始
ま
り
、
川
越
七
福
神
め
ぐ
り
、

武
州
寄
居
十
二
支
守
り
本
尊
な
ど
の

霊
場
め
ぐ
り
、
北
本
市
、
熊
谷
桜
堤
で

の
花
見
等
、
思
い
出
が
ぎ
っ
し
り
で
す
。

　

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
は
不
定
期
で
す

が
、
歌
う
こ
と
が
好
き
な
有
志
が
集

ま
っ
て
昼
に
開
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
好
評
だ
っ
た
の
は
一
泊

旅
行
で
す
。
ゴ
ル
フ
組
と
観
光
組
に

分
か
れ
て
、
安
中
、
長
野
、
山
梨
、

伊
香
保
な
ど
で
実
施
し
ま
し
た
。
し

ば
ら
く
や
っ
て
い
な
い
の
で
、
ま
た

実
施
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

登
録
団
体
活
動
レ
ポ
ー
ト

同
志
社
東
京
40
会

活
発
な
文
化
芸
術・サ
ー
ク
ル
活
動

鈴
木
良
之（
65
年・経
）

会
長

40会設立時のメンバー
（2004年5月22日）

山梨一泊旅行（2010年4月18日）

太宰治の墓がある禅林寺山門を背景に
（2016年4月10日）

総会・懇親会（2019年10月22日）

今
後
の
活
動
方
針

　

２
年
後
に
設
立
20
周
年
を
迎
え
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
と
会
員
の
高
齢
化
で

こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
な
活
動
が
で

き
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
は
内

容
を
絞
っ
て
、
年
相
応
の
無
理
の
な

い
活
動
を
し
て
い
く
所
存
で
す
。
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2017 春の集い実行委員長を務めた阪口章夫代表幹事（右）
と若林英博 2018 春の集い実行委員長

秋の集い実行委員会は、オンライン（Zoom）で開催

　

本
当
に
「
ま
さ
か
」
の
事
態
、７
月

か
ら
の
第
７
波
突
入
は
、
徐
々
に
収

束
に
向
か
う
だ
ろ
う
と
い
っ
た
甘
い

予
測
を
あ
ざ
笑
う
か
の
よ
う
に
、
過

去
最
大
の
感
染
者
拡
大
を
も
た
ら
し
、

開
催
１
か
月
前
に
は
、
皆
様
に
９
月

開
催
断
念
の
ご
案
内
を
せ
ざ
る
を
え

な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
日
程
を
10
～
11
月
に
変

更
し
て
の
開
催
や
Ｗ
ｅ
ｂ
の
み
で
の

開
催
も
模
索
い
た
し
ま
し
た
が
、
多

く
の
関
係
者
の
皆
様
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
調
整
の
壁
は
高
く
、
実
行
委
員
会

と
し
て
は
苦
渋
の
決
断
で
し
た
が
、

年
内
開
催
を
断
念
・
延
期
し
、
開
催

時
期
を
コ
ロ
ナ
以
前
の
春
（
初
夏
）

に
戻
し
て
来
年
開
催
と
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

　

詳
細
は
、
改
め
て
ご
案
内
い
た
し

ま
す
が
、
２
０
２
３
年
６
月
４
日

（
日
）、
会
場
は
、
今
年
同
様
、
品
川

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
の
開
催
と
い
た

し
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
、
ご
予
定

の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
も
、
本
年
の
53
年
会

中
心
の
メ
ン
バ
ー
が
継
続
し
、
新
た

に
54
年
会
の
メ
ン
バ
ー
も
加
え
た
強

力
な
体
制
で
、
３
年
間
開
催
で
き
な

か
っ
た
穴
を
し
っ
か
り
埋
め
て
、
充

実
し
た
内
容
に
昇
華
さ
せ
て
い
く
所

存
で
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
時
代
に
適
応
し
た

Ｗ
ｅ
ｂ
と
の
併
用
開
催
を
強
化
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
は
も

ち
ろ
ん
、
制
作
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

と
も
連
動
し
た
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ

の
企
画
制
作
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
積
極
的
な

活
用
に
よ
る
告
知
強
化
も
目
指
し
ま

す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

東
京
校
友
会
の
代
表
幹
事
を
務
め

ら
れ
て
い
る
阪
口
章
夫
さ
ん
が
、
去

る
９
月
18
日
（
日
）、71
歳
で
永
眠
さ

れ
ま
し
た
。

　

阪
口
さ
ん
は
１
９
７
３
年
（
昭
和

48
年
）
に
商
学
部
を
卒
業
後
、
本
田

技
研
工
業
株
式
会
社
に
勤
務
さ
れ
ま

し
た
。

　

東
京
校
友
会
と
の
関
係
で
は
、

２
０
１
３
年
に
常
任
幹
事
に
な
ら

れ
、
２
０
１
５
年
に
は
事
務
局
長
、

２
０
２
０
年
か
ら
は
代
表
幹
事
も
兼

務
さ
れ
、
東
京
校
友
会
の
発
展
に
多

大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
東
京
校
友
会
独
自
の
制
度

残
念
な
が
ら
来
年
に
延
期

—

準
備
を
進
め
て
い
た
「
２
０
２
２
同
志
社
東
京 

秋
の
集
い
」
は—

実
行
委
員
長
／
青
木
重
之
（
１
９
７
８
年
・
経
）

緊急の
お知らせ

続
け
ま
し
た
。

　

東
京
校
友
会
の
会
則
等
の
見
直
し

も
積
極
的
に
推
進
し
、
校
友
会
活
動

の
円
滑
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

東
京
校
友
会
以
外
に
は
、
体
育
会

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
の
東
京
支

部
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
私

も
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
の
所
属

で
、
阪
口
さ
ん
は
２
年
先
輩
に
あ
た

り
ま
す
。
現
役
時
代
数
々
の
山
を
一

緒
に
登
り
ま
し
た
し
、
Ｏ
Ｂ
に
な
っ

て
か
ら
も
何
度
か
ご
一
緒
し
ま
し
た
。

先
輩
の
笑
顔
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

【
追
悼
】阪
口
章
夫
さ
ん（
東
京
校
友
会
代
表
幹
事・事
務
局
長
）

先
輩
の
笑
顔
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん

常
任
幹
事
／
菊
池 

諭（
１
９
７
５
年・法
）

で
あ
る
給
付
型
の
「
東
京
校
友

会
奨
学
金
」
に
つ
い
て
は
制
度

の
設
立
か
ら
中
心
的
な
役
割
を

担
い
、
過
去
５
年
間
に
わ
た
っ

て
関
東
甲
信
圏
出
身
学
生
に
対

す
る
奨
学
金
の
給
付
を
実
現
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
な

か
な
か
対
面
に
よ
る
会
議
が
開

催
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

書
面
に
よ
る
総
会
、
評
議
員
会
、

幹
事
会
を
開
催
す
る
な
ど
し
て

東
京
校
友
会
の
運
営
を
維
持
し
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し
た
。真
面
目
な
タ
イ
プ
で
は
な
く
、

授
業
中
も
隠
れ
て
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を

し
て
い
た
こ
と
は
内
緒
で
す（
笑
）。

　

高
校
の
と
き
テ
レ
ビ
で
国
際
弁
護

士
と
い
う
仕
事
が
あ
る
の
を
知
っ
て
、

「
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
」と
憧
れ
、

法
学
部
に
入
学
し
た
ん
で
す
。

｜
｜

じ
ゃ
あ
弁
護
士
を
目
指
し
た
？

倉
崎　
い
や
、
授
業
を
受
け
て
１
ヶ

月
で
法
律
の
勉
強
は
向
い
て
な
い
な

舎
を
旅
し
て
い
る
と
き
に
、
現
地
の

子
供
た
ち
に
会
っ
た
ん
で
す
よ
。
一

緒
に
サ
ッ
カ
ー
を
し
た
り
し
て
い
た

ん
で
す
け
ど
、
話
を
聞
い
た
ら
小
学

校
も
な
い
の
で
勉
強
の
機
会
が
な

い
。な
ら
学
校
を
作
っ
て
や
ろ
う
と
、

日
本
に
帰
っ
て
資
金
を
集
め
、
小
学

校
を
立
て
た
ん
で
す
。

｜
｜

す
ご
い
！ 

海
外
が
転
機
に
な

る
の
は
新
島
襄
譲
り
で
す
ね
え
。

倉
崎　
学
校
建
設
の
た
め
に
立
ち
上

げ
た
団
体
は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

同
志
社
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
い
ろ
い
ろ

な
大
学
の
学
生
た
ち
が
参
加
し
て
く

れ
て
る
そ
う
で
す
。

｜
｜

そ
の
後
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
入
っ
て
、

今
は
ド
ラ
マ
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

に
。『
エ
ー
ル
』は
泣
き
ま
し
た
よ
。

倉
崎　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ド
ラ
マ
を
作
る
た
め
に
は
徹
底
的
な

取
材
が
必
要
な
ん
で
す
。
私
が
担
当

し
た
「
栄
冠
は
君
に
輝
く
」
と
い
う

週
で
は
、
こ
の
詩
を
書
い
た
作
詞
家

の
奥
さ
ん
が
存
命
と
知
り
石
川
県
ま

で
会
い
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
聞

い
た
話
や
見
せ
て
も
ら
っ
た
写
真
な

ど
が
、
ド
ラ
マ
の
中
に
生
き
て
い
ま

て
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
自
殺
を
思
い

留
ま
り
成
功
し
た
例
を
知
ら
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
自
殺
を
抑
制
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
研
究
が
あ
り
ま

す
。
取
材
し
た
人
た
ち
の
言
葉
や
体

験
に
基
づ
く
パ
パ
ゲ
ー
ノ
の
生
き
方

を
紹
介
す
る
こ
の
ド
ラ
マ
が
、
そ
う

し
た
接
点
に
な
っ
て
欲
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

｜
｜

同
志
社
の
卒
業
生
で
あ
る
こ
と

｜
｜

同
志
社
は
香
里
中
学
校
か
ら
。

倉
崎　
自
由
な
い
い
学
校
だ
と
勧
め

て
く
れ
た
親
の
影
響
で
す
。
ほ
ん
と

自
由
な
校
風
で
し
た
。
中
学
は
野

球
、
高
校
は
サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て
ま

Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー　
倉
崎　
憲
さ
ん（
２
０
１
１
年・法
学
部
卒
）

ラオスで会った子供たちが人生の転機に

徹
底
し
た
取
材
が
い
い
ド
ラ
マ
を
つ
く
る

つながる絆、広がる絆

NHK 支局で教えられた取材経験がドラマ作りにも生きている

を
意
識
し
ま
す
か
。

倉
崎　

最
近
は
東
京
メ
デ
ィ
ア
ク

ロ
ー
バ
ー
会
や
東
京
校
友
会
を
通
じ

て
、
メ
デ
ィ
ア
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

な
ど
で
働
く
面
白
い
先
輩
た
ち
と
知

り
合
い
刺
激
を
も
ら
い
ま
し
た
。
今

後
は
そ
れ
を
後
輩
た
ち
に
も
伝
え

て
、
同
志
社
に
恩
返
し
を
し
た
い
で

す
ね
。文

責
／
瀬
尾　

傑
（
88
年
・
商
）

若
手
な
が
ら
、朝
ド
ラ『
エ
ー
ル
』

の
監
督
、『
お
か
え
り
モ
ネ
』
の

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
注
目

さ
れ
る
倉
崎
憲
さ
ん
に
聞
き
ま

し
た
。

「
平
成
」「
令
和
」
卒
業
の
校
友
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

す
。
脚
本
家
に

も
「
こ
の
言
葉
は

使
っ
て
ほ
し
い
」

な
ど
と
細
か
い
指

示
を
い
つ
も
出
し

ま
す
。

｜
｜

最
近
で
は
ド

ラ
マ
「
も
も
さ
ん

と
七
人
の
パ
パ

ゲ
ー
ノ
」
が
話
題

に
な
り
ま
し
た
。

パ
パ
ゲ
ー
ノ
と

は
、
死
に
た
い
気

持
ち
を
抱
え
な
が

ら
も
、
死
ぬ
以
外

の
選
択
を
し
て
い

る
人
の
こ
と
で
す

よ
ね
。
こ
の
ド
ラ

マ
で
初
め
て
知
り

ま
し
た
。

倉
崎　
「
パ
パ
ゲ
ー

ノ
効
果
」
と
い
っ

と
。
そ
れ
か

ら
し
ば
ら
く
、

ぼ
ー
っ
と
過
ご

し
て
い
た
ん
で

す
。
で
、
あ
る

と
き
思
い
立
っ

て
ラ
オ
ス
に
行

く
こ
と
に
し
ま

し
た
。
旅
費
が

安
い
か
ら
と
い

う
理
由
で
ラ
オ

ス
を
選
ん
だ
の

で
す
が
、
そ
こ

で
の
出
会
い
が

転
機
に
な
り
ま

し
た
。

　

ラ
オ
ス
の
田
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○○○○○○○○○●○○○○○○○○○●
テニスサークルの合宿

後列真ん中の白いＴシャツのボブが筆者

Ａ
５
０
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
、
１
５
０
０

Ｃ
Ｃ
４
気
筒
で
、
一
般
的
な
４
ド
ア

セ
ダ
ン
で
あ
る
。
と
は
言
え
、
町
内

で
も
車
の
あ
る
家
が
珍
し
か
っ
た
時

代
に
、
自
分
の
車
を
手
に
入
れ
た
。

　

た
だ
そ
の
車
は
10
年
落
ち
で
、
程

度
も
良
い
と
は
言
え
ず
、
そ
れ
か
ら

は
乗
っ
て
い
る
よ
り
整
備
を
す
る
方

が
多
い
く
ら
い
。
今
の
車
の
よ
う
に

エ
ン
ジ
ン
を
掛
け
れ
ば
す
ぐ
に
発
進

で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
動
か
す
前

に
は
必
ず
始
業
点
検
が
必
要
だ
。
で

も
そ
の
お
か
げ
で
、
エ
ン
ジ
ン
の
基

本
的
な
構
造
か
ら
整
備
の
仕
方
は
分

か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
の
車
の

よ
う
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
と
は

い
か
ず
、
絶
え
ず
調
整
が
必
要
だ
っ

た
が
、
そ
れ
も
私
に
と
っ
て
は
楽
し

い
仕
事
で
あ
っ
た
。　

　

そ
れ
と
、
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い

こ
と
な
の
だ
が
、
４
本
あ
る
タ
イ
ア

は
全
部
メ
ー
カ
ー
が
違
う
も
の
だ
っ

た
。
そ
れ
は
勿
論
お
金
が
無
い
か
ら

で
、一
本
が
駄
目
に
な
る
と
、自
動
車

の
解
体
屋
に
行
っ
て
ス
ペ
ア
タ
イ
ア

の
良
さ
そ
う
な
も
の
を
探
す
。
そ
ん

な
こ
と
で
、
そ
の
後
、
前
後
２
本
ず

つ
は
同
じ
メ
ー
カ
ー
の
タ
イ
ア
を
付

け
る
よ
う
に
し
て
い
っ
た
が
、
オ
ー

　

自
動
車
免
許
を
手
に
し
て
も
、
肝

心
の
車
が
な
け
れ
ば
宝
の
持
ち
腐
れ
。

当
時
は
車
な
ど
高
嶺
の
花
で
、
簡

単
に
手
に
入
れ
ら
れ
る
は
ず
も
な

い
。
そ
ん
な
思
い
で
い
た
と
こ
ろ
に
、

ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
車
が
手
に
入
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
親
戚
の
家
に

あ
っ
た
車
が
乗
り
換
え
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
、
ト
ヨ
タ
に
１
万
円
で
下
取

り
に
出
し
た
と
の
こ
と
、
こ
れ
は
何

と
し
て
も
買
い
戻
す
し
か
な
い
。
と

は
言
え
私
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
家
庭
教

師
代
が
月
に
５
千
円
、
貯
金
が
あ
る

わ
け
で
も
な
い
の
で
、
父
親
に
何
と

か
工
面
し
て
も
ら
い
、
デ
ィ
ー
ラ
ー

に
出
向
き
乗
っ
て
帰
っ
て
来
た
。

　

車
は
、
英
国
製
の
オ
ー
ス
テ
ィ
ン

片
桐
家
同
志
社
五
代
記

連
企
載
画

文
／
片
桐 

陽（
67
年
・
工
）

初めての愛車
オースティン A50 ケンブリッジ

T
hird H

erd O
rchestra

も
上
位
常

連
校
の
一
つ
。
卒
業
後
も
毎
年
在
校

生
の
活
躍
を
見
守
る
機
会
が
あ
り
嬉

し
か
っ
た
で
す
ね
。
今
年
は
出
場
辞

退
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
来

年
の
リ
ベ
ン
ジ
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
が
落
ち
着
い
て
か
ら
は
バ

ン
ド
活
動
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
下

宿
で
ピ
ア
ノ
が
置
け
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
当
時
音
楽
系
サ
ー

ク
ル
に
入
ら
な
か
っ
た
の
を
少
し
だ

け
後
悔
も
。
退
職
後
は
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
と
な
り
時
間
が
自
由
に
な
り
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
い
た
ら

ま
た
ラ
イ
ブ
活
動
を
再
開
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
同
志
社
の
仲
間
も

い
つ
も
見
に
き
て
く
だ
さ
り
、
卒
業

し
て
40
年
近
く
、
こ
う
し
て
交
友
が

続
け
ら
れ
る
の
は
嬉
し
い
限
り
で
す
。

　

出
身
校
か
ら
は
数
十
年
ぶ
り
の
同

志
社
進
学
で
、
先
輩
知
人
も
い
な
い

中
で
の
大
学
生
活
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

サ
ー
ク
ル
も
ど
こ
が
よ
い
か
見
当

が
つ
か
ず
、
法
学
部
の
数
少
な
い
女

友
達
か
ら
薦
め
ら
れ
て
入
っ
た
の
が

企
画
サ
ー
ク
ル
と
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
。

企
画
サ
ー
ク
ル
は
1
回
生
で
脱
落
し

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
同
期
は
い
ま

だ
に
親
し
い
友
人
で
す
。

　

一
方
の
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
は
卒
業

ま
で
続
け
ま
し
た
。
4
年
間
テ
ニ
ス

を
続
け
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
卒
業

祝
い
に
頂
い
た
賞
状
タ
イ
ト
ル
は

「
デ
ィ
ス
コ
ク
イ
ー
ン
賞
」。
テ
ニ
ス

サ
ー
ク
ル
な
の
に
？
？
？　

試
合
も

出
て
多
少
は
真
面
目
に
テ
ニ
ス
し
た

つ
も
り
で
し
た
が
、
後
輩
に
は
懇
親

会
で
の
行
動
し
か
印
象
に
残
っ
て
い

な
か
っ
た
よ
う
で
す
（
汗
）。

　

ま
た
学
外
で
は
ベ
リ
ョ
ー
ス
カ

（
現
・
京
都
シ
テ
ィ
ー
フ
ィ
ル
）
合
唱

団
で
毎
冬
、
第
九
も
歌
っ
て
い
ま
し

た
。
京
都
市
交
響
楽
団
と
の
当
時
の

Ｃ
Ｄ
を
昨
年
の
再
発
売
で
知
り
、
懐

か
し
く
購
入
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

定
年
の
今
年
５
月
ま
で
山
野
楽
器

で
役
員
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
学
生

ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
ジ
ャ
ズ
の
コ
ン
テ

ス
ト
を
長
年
主
催
し
て
お
り
、T

he 

卒
業
祝
い
は「
デ
ィ
ス
コ
ク
イ
ー
ン
賞
」

広
報・Ｐ
Ｒ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

須
永
由
美
子（
85
年・法
）

今
出
川
・
京
田
辺
四
季

ス
テ
ィ
ン
は
乗
り
つ
ぶ
す
ま
で
４
本

の
タ
イ
ア
は
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
。

　

取
り
敢
え
ず
乗
る
た
め
の
整
備
は

怠
ら
な
か
っ
た
が
、
お
金
を
掛
け
ら

れ
な
い
の
で
、
少
々
不
便
で
も
走
り

に
支
障
の
な
い
こ
と
に
は
目
を
つ
ぶ

る
こ
と
に
し
て
い
た
。
あ
る
時
急
に

排
気
音
が
大
き
く
な
っ
た
こ
と
に
気

づ
き
、
マ
フ
ラ
ー
を
点
検
し
た
と
こ

ろ
、
穴
が
空
い
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
が
、
こ
の
音
が
結
構
良
く

て
、
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
の
よ
う
な
響
き

な
の
で
あ
る
。
ト
ン
ネ
ル
や
狭
い
路

な
ど
に
入
る
と
反
響
し
、
素
敵
な
エ

ク
ゾ
ー
ス
ト
ノ
ー
ト
（
排
気
音
）
を

発
し
て
く
れ
る
。
こ
れ
が
気
に
入
り
、

結
局
そ
の
ま
ま
修
理
も
せ
ず
に
乗
っ

て
い
た
。
音
の
良
さ
に
反
し
て
走
り

は
決
し
て
機
敏
で
は
な
く
、
今
の
軽

自
動
車
に
全
く
つ
い
て
い
け
な
い
レ

ベ
ル
だ
っ
た
が
、
充
分
楽
し
ま
せ
て

も
ら
っ
た
。

　

し
か
し
、
廃
車
に
す
る
半
年
く
ら

い
前
、
エ
ン
ジ
ン
を
始
動
す
る
ス

タ
ー
タ
ー
が
故
障
。
交
換
に
は
５
千

円
く
ら
い
掛
か
る
と
い
わ
れ
、
そ
れ

か
ら
は
毎
回
自
分
で
エ
ン
ジ
ン
を
回

し
て
始
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今

で
は
全
く
見
ら
れ
な
い
が
、
当
時
は

ク
ラ
ン
ク
棒
と
い
う
も
の
が
あ
り
、

そ
れ
を
前
か
ら
差
し
込
み
、
手
で
回

し
て
エ
ン
ジ
ン
を
掛
け
た
の
だ
！

そ
の
四
十
二

9
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試合は残念な展開になりましたが、花野監督と青地主将からは秋季に向けて心強いコメントをいただきました。

９回表、松井が意地の特大ホームランを放ち１点を返す

試合前のペナント交換

同志社、３点先取も活かせず･･･

明
訓
）の
エ
ー
ス
対
決
で
ス
タ
ー
ト
。

同
志
社
は
初
回
い
き
な
り
４
連
打
と

犠
牲
フ
ラ
イ
で
幸
先
よ
く
３
点
を
先

取
、試
合
の
流
れ
を
掴
む
か
に
見
え

ま
し
た
が
、本
塁
憤
死
が
あ
り
、続
く

２
回
の
ノ
ー
ア
ウ
ト
１
・
２
塁
も
打

線
が
う
ま
く
か
み
合
わ
ず
無
得
点
に
。

　

そ
の
間
、
立
教
は
初
回
に
２
ア
ウ

ト
ラ
ン
ナ
ー
な
し
か
ら
ス
リ
ー
ベ
ー

ス
に
四
球
を
は
さ
み
、
２
者
連
続
の

ホ
ー
ム
ラ
ン
と
長
打
攻
勢
で
逆
転
。

３
回
に
も
同
志
社
投

手
陣
の
乱
れ
に
乗
じ

て
一
気
に
６
得
点
、

３
回
で
３
―
11
と
一

気
に
試
合
を
決
め
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

３
回
以
降
立
ち

直
っ
た
立
教
投
手
陣

の
前
に
０
行
進
の
同

志
社
を
横
目
に
、７
・

８
回
に
も
長
打
で
追

加
点
を
取
っ
た
立

教
。９
回
に
松
井（
３

年
・
東
邦
）
の
特
大

ホ
ー
ム
ラ
ン
が
飛
び

だ
す
も「
と
き
す
で

に
遅
し
」４
―
16
で

の
敗
戦
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
差
の
つ
い
た
試
合
で
す
が
、

個
々
の
ス
イ
ン
グ
は
力
強
く
、
守
備

陣
も
安
定
感
が
あ
り
、
チ
ー
ム
と
し

て
は
い
い
形
に
仕
上
が
っ
て
き
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

神
宮
大
会
を
目
指
し
て

　

秋
の
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
花
野
監

督
か
ら
は
「
春
季
リ
ー
グ
で
は
最
終

節
で
悔
し
く
も
勝
ち
点
を
落
と
し
、

優
勝
を
逃
が
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

秋
季
リ
ー
グ
で
は
悲
願
の
優
勝
を
果

た
し
、
神
宮
大
会
に
出
場
・
優
勝
を

目
指
し
ま
す
」
ま
た
青
地
主
将
（
４

年
・
大
阪
桐
蔭
）
か
ら
も
「
春
は
勝

ち
切
る
難
し
さ
を
痛
感
し
た
シ
ー
ズ

ン
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
常
に

『
秋
優
勝
す
る
た
め
に
は
』
と
い
う

疑
問
を
持
ち
続
け
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。
秋
は
春
勝
て
な
か
っ
た
悔
し

さ
を
胸
に
試
合
に
臨
み
優
勝
を
目
指

し
ま
す
」
と
心
強
い
コ
メ
ン
ト
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
と
数
試
合
、

リ
ー
グ
戦
ま
で
に
今
日
の
課
題
を
ク

リ
ア
に
し
て
、
強
い
同
志
社
野
球
部

が
明
治
神
宮
大
会
に
戻
っ
て
き
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

文
責
／
田
村
憲
司（
91
年
・
経
）

写
真
／
新
田
博
伸（
77
年
・
法
）

行ってきました。
立教大学グラウンド

行ってきました。
立教大学グラウンド 硬式野球部オープン戦

観戦ルポ

エ
ー
ス
対
決
で
始
ま
る

　

８
月
16
日
（
火
）
、
猛
暑
の
埼
玉

県
志
木
市
、
立
教
大
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

３
年
ぶ
り
の
オ
ー
プ
ン
戦
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
総
合
定
期
戦

の
一
環
と
い
う
こ
と
で
、
試
合
前
に

は
ペ
ナ
ン
ト
の
交
換
と
記
念
撮
影
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

試
合
は
同
志
社
が
高
橋（
４
年
・
豊

田
西
）、立
教
が
荘
司（
４
年
・
新
潟
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頂
点
へ
の
挑
戦

　

２
年
連
続
で
挑
ん
だ
全
日
本
大
学

準
硬
式
野
球
選
手
権
大
会（
以
下
、全

日
）。
昨
年
は
１
点
差
で
中
大
に
敗

れ
、
初
戦
で
涙
を
の
ん
だ
。
今
年
は

５
年
前
に
優
勝
を
果
た
し
た
香
川
県

で
の
開
催
。
春
季
リ
ー
グ
戦
２
位
通

過
か
ら
の
勝
ち
上
が
り
も
５
年
前
と

重
な
っ
て
い
た
。
日
本
一
だ
け
を
見

据
え
、
決
戦
の
地
へ
。
選
手
・
裏
方

が
一
丸
と
な
り
大
会
に
臨
ん
だ
。

　

初
戦
の
相
手
は
九
産
大
。
大
事
な

先
発
マ
ウ
ン
ド
に
は
エ
ー
ス
の
佐
伯

（
ス
ポ
４
）が
上
が
っ
た
。
重
圧
が
か

か
る
中
で
も
危
な
げ
な
い
投
球
を
見

せ
る
。
４
回
表
に
味
方
の
失
策
で
先

制
点
を
献
上
す
る
も
、
好
投
を
続
け
、

同志社スポーツアトム編集局／発 同志社スポーツ

初戦で同点となる適時二塁打を放った新居（スポ３）

5年ぶりの全国制覇を目指した真鍋組。惜しくも準決勝で敗れた
が、その戦いぶりは多くの人々を魅了した。

全国ベスト４のメンバー

対法大戦で完封勝利を挙げるなど
チームをけん引したエース佐伯（スポ４）

打
線
の
援
護
を
待
っ
た
。

　

や
や
硬
さ
の
見
え
た
攻
撃

陣
は
、
緩
急
を
駆
使
す
る
相

手
投
手
に
苦
戦
。
１
巡
目
は

ま
と
も
に
ス
イ
ン
グ
を
さ
せ

て
も
ら
え
ず
、
完
璧
に
抑
え

ら
れ
た
。
そ
れ
で
も
５
回

裏
、
地
元
・
高
松
商
業
高
校

出
身
の
２
人
が
風
穴
を
開
け

る
。
主
将
・
真
鍋
（
ス
ポ
４
）

の
安
打
か
ら
チ
ャ
ン
ス
を
つ

く
る
と
、
新
居
（
ス
ポ
３
）

が
適
時
二
塁
打
を
放
ち
同
点
。

す
る
と
、
６
回
に
は
髙
橋
省

（
ス
ポ
４
）
が
勝
ち
越
し
打
を
放
ち
、

７
回
に
も
３
点
を
追
加
し
た
。
佐
伯

は
９
回
１
失
点
の
完
投
。
終
盤
に
相

手
を
引
き
離
し
、
５
―
１
で
勝
利
を

収
め
た
。
続
く
２
回
戦
は
北
星
大
に

コ
ー
ル
ド
勝
ち
。
悲
願
達
成
に
向
け
、

着
々
と
駒
を
進
め
た
。

投
手
戦
制
す

　

準
々
決
勝
は
法
大
と
対
戦
。
ベ
ス

ト
４
を
懸
け
た
戦
い
は
、
力
が
拮
抗

し
、
ど
ち
ら
も
勝
者
に
な
り
う
る
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

試
合
が
動
い
た
の
は
３
回
表
。
同

志
社
は
、
安
打
、
死
球
と
敵
失
で
無

死
満
塁
の
絶
好
機
を
つ
く
る
。
こ
こ

で
向
久
保
（
商
３
）
が
犠
飛
を
放
ち

先
制
に
成
功
し
た
。

　

先
発
の
佐
伯
は
、
初
戦
か
ら
中
１

日
空
い
て
の
登
板
。
し
か
し
、
疲
れ

を
も
ろ
と
も
せ
ず
、
最
速
１
４
０
㌔

の
ス
ト
レ
ー
ト
で
ね
じ
伏
せ
る
。
相

手
に
付
け
入
る
隙
を
与
え
ず
、
ス
コ

ア
ボ
ー
ド
に
０
を
並
べ
た
。
こ
の
日

の
佐
伯
は
ス
ト
レ
ー
ト
の
キ
レ
、
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
と
も
に
抜
群
。
終
盤
の

ピ
ン
チ
も
強
気
の
投
球
で
切
り
抜
け
、

虎
の
子
の
１
点
を
守
り
抜
い
た
。
９

回
を
投
げ
、被
安
打
３
、７
奪
三
振
の

見
事
な
完
封
勝
利
。「
人
生
の
中
で
一

番
よ
い
試
合
だ
っ
た
」（
佐
伯
）。
ワ

ン
チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に
し
た
同
志
社

が
痺
れ
る
投
手
戦
を
制
し
た
。

準
決
勝
敗
退

　

熱
戦
か
ら
一
夜
明
け
、迎
え

た
準
決
勝
、対
大
経
大
戦
。
昨

年
の
全
日
本
王
者
で
あ
り
、関

西
で
し
の
ぎ
を
削
り
合
っ
て

き
た
相
手
だ
。
直
前
の
練
習

試
合
で
は
１
―
１
の
引
き
分

け
。手
の
内
を
知
る
も
の
同
士

の
真
剣
勝
負
が
始
ま
っ
た
。

　

前
日
の
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ

同
志
社
。
勢
い
そ
の
ま
ま
に
、

坂
根
（
ス
ポ
４
）
の
適
時
打

で
２
点
を
先
行
す
る
。
し
か

し
、
綻
び
が
出
た
の
も
同
志

社
だ
っ
た
。
失
策
が
連
鎖
し
、

ま
た
た
く
間
に
５
失
点
。
中

準硬式野球部
大学選手権ベスト４

盤
に
１
点
を
返
す
も
、
直
後
に
失
点

を
重
ね
、
流
れ
を
つ
か
み
切
れ
な

か
っ
た
。試
合
は
３
―
８
で
敗
北
。真

鍋
組
の
挑
戦
は
ベ
ス
ト
４
で
幕
を
閉

じ
た
。

感
動
を
与
え
た

　
「
ベ
ス
ト
４
も
初
戦
負
け
も
あ
ま

り
変
わ
ら
な
い
」（
真
鍋
）。
日
本
一

を
目
指
し
続
け
た
か
ら
こ
そ
あ
ふ
れ

出
る
悔
し
涙
。
そ
れ
で
も
、
彼
ら
の

戦
い
は
多
く
の
人
々
に
感
動
を
与
え

た
。
日
本
一
の
夢
は
後
輩
た
ち
に
託

さ
れ
る
。

丸
山
潤
一
郎
（
政
策
学
部
２
年
）
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校
友
会「
俳
壇
」

選
・
谷
村
鯛
夢
（
72
年
・
文
） ホームカミングデー2019開会式（栄光館）

＊
随
時
募
集･

一
回
２
句
ま
で
。無
料
。掲
載
句
に
は
表
記
の

整
理
、添
削
な
ど
を
行
う
場
合
が
あ
り
。投
句
は
、は
が
き
は

〒
１
０
４・０
０
６
１　
中
央
区
銀
座
１・１
５・７　
Ｍ
Ａ
Ｃ

銀
座
ビ
ル
３
Ｆ
同
志
社
東
京
Ｊ
俳
句
係
へ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は

０
３・５
５
７
９・９
７
２
９
同
志
社
東
京
Ｊ
俳
句
係
へ
。

同
志
社
創
立
１
４
７
周
年
記
念

リ
ユ
ニ
オ
ン
＆
同
志
社
大
学
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
２
０
２
２
の
ご
案
内

◇
２
０
２
２
年
11
月
13
日
（
日
）

本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
を
講
じ
、
今
出
川
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
い
て
３
年
ぶ
り
に
対
面
形

式
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

▼
開
会
式

▼
大
集
合
写
真

▼
学
長
講
演

▼
ク
ラ
ス
会
・
同
窓
会

▼
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー

▼
應
援
團
演
舞
・
閉
会
式　

な
ど

※
な
お
、
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
っ
て
は
開

催
形
式
の
変
更
や
開
催
中
止
と
な
る

こ
と
が
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
同
志

社
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
告
知
さ

れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

文
責
／
新
田
博
伸
（
77
年
・
法
）

　

東
京
ジ
ャ
ー
ナ
ル
秋
号
は
「
同
志

社
東
京
秋
の
集
い
」
が
９
月
18
日

（
日
）
開
催
予
定
で
し
た
の
で
、通
常

よ
り
１
ヵ
月
遅
れ
の
11
月
下
旬
発
行

に
な
る
は
ず
で
し
た
。
し
か
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第
７

波
到
来
に
よ
り
「
秋
の
集
い
」
の
年

内
開
催
が
断
念
・
延
期
さ
れ
、
３
週

間
遅
れ
で
の
発
行
に
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
も
よ
う
や
く
収
束
に
向

か
い
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
が
、
ま
だ

ま
だ
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。皆
様
、コ

ロ
ナ
に
負
け
ず
に
元
気
で
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

　

巻
頭
４
ペ
ー
ジ
に
予
定
し
て
い
た

「
秋
の
集
い
特
集
」
の
代
わ
り
に
は
、

副
会
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
、
平
成･

令
和
卒
業
の
校

友
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
、
硬
式
野
球
部 

同
志
社･
立
教
オ
ー
プ
ン
戦
を
掲
載

し
ま
し
た
。

　

当
初
は
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る

サ
ッ
カ
ー
部
の
同
志
社･
立
教
定
期

戦
を
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
く
計
画
で

し
た
が
、
定
期
戦
当
日
が
台
風
８
号

接
近
に
よ
る
土
砂
降
り
の
雨
と
な
り
、

急
遽
硬
式
野
球
部
に
取
材
協
力
と
記

事
執
筆
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

編　

集　

後　

記
　

急
な
お
願
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

快
く
ご
対
応
い
た
だ
い
た
硬
式
野
球

部
関
係
者
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
号
か
ら
即
戦
力
の
新
編
集
委
員

３
名
を
迎
え
て
13
名
で
の
編
集
体
制

に
な
り
ま
し
た
が
、
２
名
の
新
編
集

委
員
に
は
、
早
速
、
記
事
を
執
筆
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

東
京
ジ
ャ
ー
ナ
ル
編
集
委
員
会
で

は
、将
来
の
世
代
交
代
に
備
え
て
、即

戦
力
と
な
る
編
集
委
員（
記
者
、フ
ォ

ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
、デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
）

を
引
き
続
き
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

本
誌
の
企
画
・
取
材
・
編
集
・
校

正
な
ど
に
興
味
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
、

東
京
校
友
会
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

文
責
／
新
田
博
伸
（
77
年
・
法
）

祭
鱧
骨
切
る
音
と
京
こ
と
ば

平
野
豊
嗣（
63
年
・
法
）

〈
評
〉 

梅
雨
の
水
を
飲
ん
で
旨
く
な
る
と
言
わ
れ
る
鱧は

も

。
京
都
の
祇
園
祭
や
大
阪
の

天
神
祭
の
頃
が
旬
な
の
で
「
祭
鱧
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
を
季
語
に
使
う
こ
と
に

よ
っ
て
一
句
に
華
や
ぎ
が
加
わ
っ
た
。
骨
が
多
く
調
理
の
む
つ
か
し
い
食
材
だ
が
、

京
都
の
板
前
割
烹
な
ど
で
聞
く
「
骨
切
り
」
の
シ
ャ
ッ
シ
ャ
ッ
と
い
う
小
気
味
の

よ
い
音
も
食
欲
を
誘
う
。
湯
引
き
の
「
落
と
し
」
な
ど
が
代
表
的
な
美
味
で
あ
る
。

た
に
む
ら
・
た
い
む

俳
人
協
会
／
現
代
俳
句
協
会

会
員　

俳
句
結
社｢

炎
環｣

同
人
会
会
長　
情
報
紙｢

定

年
時
代｣

俳
壇
選
者
な
ど
。

大
募
集
！ 

〈
校
友
・
私
の
一
句
〉

大
募
集
！ 

〈
校
友
・
私
の
一
句
〉
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